
 

長期優良住宅先導事業のこれまでの取り組みを振り返るとともに、 

今後の課題と展望を探るシンポジウムを、平成２４年２月１日（水）に開催します。

平成２３年１２月１３日 

 

長期優良住宅先導事業は、「いいものをつくってきちんと手入れして長く大切に使う」と

いうストック社会の住宅のあり方について、具体の内容をモデルの形で広く国民に提示し、

技術の進展に資するとともに普及啓発を図ることを目的として平成２０年度に始まりまし

た。 

これまであわせて７回に及ぶ提案募集には、住宅供給に関わる様々な事業者やそれらの

グループから数多くの意欲的な提案が寄せられ、実際に新築住宅を中心として多くの優良

事例が生み出されてきました。 

本シンポジウムでは、これまでに採択された事業者・グループの事例発表を交えながら、

長期優良住宅先導事業の４年間の取り組みを振り返るとともに、既存住宅等の改修に重点

化して実施された平成２３年度の応募状況と評価結果を概括した上で、ストック社会にお

ける住まいづくりはこれからどうあるべきか、国の平成２４年度の施策展開も見据えなが

ら、その課題と展望を探ります。 

 

名 称： 長期優良住宅先導事業シンポジウム 

～ストック社会の住まいづくりの課題と展望～ 

日 時： 平成２４年２月１日（水）１３時３０分～１６時３０分（予定） 

場 所： すまい・るホール 

（東京都文京区後楽１－４－１０ 住宅金融支援機構本店１階） 

主 催： 独立行政法人 建築研究所、一般社団法人 住宅性能評価・表示協会 

共 催： 国土交通省 

定 員： ２９０名 

内 容： （次ページのプログラムをご参照ください。） 

参加費： 無料。ただし原則として事前の申し込みが必要です。 

参加の申し込みは、平成２３年１２月２０日（火）正午より受け付け、定員

になり次第受け付けを終了いたします。詳しくは、建築研究所「長期優良住

宅先導事業」のホームページをご覧ください。 

（独）建築研究所 長期優良住宅先導事業ホームページ： 

http://www.kenken.go.jp/chouki/index.html 
  



 

【プログラム】 

 

長期優良住宅先導事業シンポジウム 

～ストック社会の住まいづくりの課題と展望～ 

 

１．開会挨拶                       独立行政法人 建築研究所 

 

２．講演１「長期優良住宅先導事業の意義と今後の取り組みへの期待（仮題）」 

長期優良住宅先導事業評価委員長・京都大学名誉教授   巽  和 夫 氏 

 

３．講演２「平成 23 年度長期優良住宅先導事業の概評と今後の動向（仮題）」 

長期優良住宅先導事業評価委員・東京大学大学院教授   松村 秀一 氏 

 

４．事例発表（これまでに採択された先導的取り組みから４例） 

一般社団法人工務店サポートセンター 次世代の会会長 鈴木 晴之 氏 

住宅医ネットワーク 代表                           三澤 文子 氏 

一般社団法人良質リフォームの会 理事                小 林  稔 氏 

社団法人北海道建築技術協会 副会長・専務理事       長谷川 寿夫 氏 

～休憩～ 

５．パネルディスカッション「ストック社会の住まいづくりの課題と展望（仮題）」 

（ｺｰﾃﾞｲﾈｰﾀｰ）長期優良住宅先導事業評価委員長・京都大学名誉教授  巽  和 夫 氏 

（ﾊﾟﾈﾗｰ）一般社団法人工務店サポートセンター 次世代の会会長 鈴木 晴之 氏 

住宅医ネットワーク 代表                           三澤 文子 氏 

一般社団法人良質リフォームの会 理事                小 林  稔 氏 

社団法人北海道建築技術協会 副会長・専務理事       長谷川 寿夫 氏 

国土交通省住宅局市街地住宅整備室長           真 鍋  純 氏 

 

６．講演３「ストック社会の住まいづくりの今後と平成２４年度の施策展開（仮題）」 

国土交通省住宅局住宅生産課課長補佐 村上 慶裕 氏 

 

７．閉会挨拶                 一般社団法人 住宅性能評価・表示協会 

 

※ プログラムは当日までに変更の可能性があります。 

 

 内容の問い合わせ先 
独立行政法人 建築研究所 
所属 長期優良住宅先導事業評価室 
氏名 長崎、稲見 
電話 029-879-0691（直通） 
E-Mail chouki@kenken.go.jp 


